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私たちの暮らしを取り巻く環境は、世界とのつながりが益々強まっています。新型コロナウイ  

ルス感染症（COVID-19）は瞬く間に地球規模に広がり、近年の様々な異常気象や災害を引き起こ 

す気候変動、限りある資源や領土を巡る争いがもたらす影響は、日本という国や社会だけでなく、

私たち一人ひとりの日常にまで直結する状態になっています。 

他方で、国内に目を向けると、高齢化や人口減少に伴い世代間および地域間の不均衡が益々大 

きくなると共に、国籍や文化、価値観、生活習慣、生活環境などにおいて多様な背景を持つ人々

が混在する社会状況が進んでいます。 

歴史的な転機に直面していると考えられる日本の現況を踏まえ、既存の社会システムや制度、 

手法などにおける諸課題を捉え、急速に発展する情報技術を積極的に活用しながら、日本全体お

よび各地域の持続可能性や発展可能性を高めていくことが重要と考えます。 

このような問題意識に基づき、国内助成プログラムでは『新常態における新たな着想に基づく 

自治型社会の推進』というテーマを設定し、変わりゆく「新常態」と市民・住民一人ひとりが柔

軟に向き合い、多様な主体との協力を通じて乗り越えていく力と術を身に付けていくことに焦点

をあて、以下の 2 つのカテゴリーでの助成を実施します。 

１）日本における自治型社会の一層の推進に寄与するシステムの創出と人材の育成 

２）地域における自治を推進するための基盤づくり 

 

応募団体の要件 

 

１．既存の団体による単独の取り組みではなく、プロジェクトの目的・目標の実現に向けて必要

な人材や組織が協力した「プロジェクトチーム」での応募であること 

※ここで言う「プロジェクトチーム」とは、下記３に記す運営の中心を担う団体が、他のNPO や公益法人、企

業、自治体、大学等と連携し、プロジェクトが実施・推進されていく体制を意図しています。 

２．企画や調査フェーズにおける取り組みの一定の実績（対象分野／地域の実態把握、事業戦略

の仮説検証など）が確認できること 

３．運営の中心を担う団体の組織体制や財政規模、事業実績などが確認できること（当該団体の法

人格の有無や種類は問わない） 

※運営の中心を担う団体および今回のプロジェクトの実施体制が、「目的や活動内容が特定の政治・宗教など

に偏っていないこと」および「反社会的勢力とは一切関わりがないこと」をご確認ください。 

（ただし、法制度の実現などに向けたロビーイングなど政治的な活動を除外するものではありません。） 
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以下のプロセスをご参照の上、 ご応募ください。 

トヨタ財団ウェブサイト (https://www.toyotafound.or.jp/) にアクセス 
「国内助成プログラム」の「2026年度」ページ内にある【応募エントリー】より、

ウェブ応募ページに進む 
応募者情報の登録( 氏名、電子メールアドレス、パスワード設定) を行う 

 

 

１）日本における自治型社会の一層の推進に寄与するシステムの創出と人材の育成 
 

 

助成対象 

特定地域での自治の基盤づくりの成果を基にした知見の一般化、各地域の自治の力を高めることに

つながる共通項の探求、分野や価値観などの違いを超えて多様な関係者が柔軟につながる仕組み 

（手法・手段などを含む）の検証や形式知化などにより、将来に向けて自治型社会を推進していくため
の諸環境を創り出していくと共に、その実践を通じて担い手が育っていくことを構想したプロ 

ジェクト 

 

 

 

プロジェクト要件 

①形式知化や一般化などを見据え、「実践」を主体としつつ、「研究」に関する知見や専門性を有する

人材や組織も加わった分野／領域横断的な体制による取り組みであること 

②特定の地域のみを対象とした実践ではなく、また、画一的にモデル化された事業や手段を単純に

拡大、展開していくことが目的ではないこと 

③既存の仕組みや従来からの手法などを打破していく視座に基づき、プロジェクトに適したデジタル

技術を活用した検証・分析・提唱・実装などのプロセスが組み込まれていること 

助成期間 202６.11.1 ～ 202９.10.31 （３年間） 

助成金額 （総額） 上限 ： 1,500 万円／件 （約 4,５00 万円 ※助成件数は 3 件程度を予定） 

留意点／備考 
 

詳細の情報を確認した上で、 応募企画の概要をまとめた資料を用いた個別の事前相談を行うことを応募要件とします 

２）地域における自治を推進するための基盤づくり 
 

 

助成対象 
一人ひとりの「暮らし」を起点に、地域資源や人と人の関係性を見つめ直し、多様な関係者との対話や異なる

価値観・立場のつなぎ合わせを積み重ねながら、在りたい姿の実現に向けて地域内の主体性や参加・協力の

仕組みが育っていく基盤づくりに取り組むプロジェクト 

 

 

 

プロジェクト要件 

①（目的に対し）分野／領域横断的で、職種や属性、物理的距離などの境界を超えた連携・協力

体制による取り組みであること 

②対象地域での実践を通じて、他地域への普及や応用が可能な人々の価値観の変容を促す「知」の検証・分

析の視点が含まれていること 

③上記①、②に取り組む上で、プロジェクト関係者の参加や情報基盤の整備といった点でデジタル技術や 

ICT が活用されていること（例：データベース化やクラウド化、オンライン会議やSNS の利用、等） 

助成期間 202６.11.1 ～ 202８.10.31 （２年間） 

助成金額 （総額） 上限 600 万円／件 （約 4,500 万円 ※助成件数は ８ 件程度を予定） 

留意点／備考 
説明会への参加や事前相談は必須ではありませんが、 趣旨や要件などとの合致についてプロジェクト関係者間

での事前確認を十分に行った上でご応募ください。 

 

応募時に提出いただいた個人情報は、 「公益財団法人トヨタ財団 個人情報保護方針」 に則り、 本プログラムの選考に関わる業務に利用致します。なお、 助成対象となったプロジェクトについては、 団体名、 代表者

氏名、 所在地、 実施内容 （企画題目や取り組みの概要など）、 助成金額を当財団のウェブサイトや印刷物において公表させていただきます。 

https://www.toyotafound.or.jp/)
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公益財団法人トヨタ財団 国内助成プログラム／担当 ： 武藤、 鷲澤、 林、小笠原 

  

 

  

※お申込は当ウェブサイトをご確認ください。(https://www.toyotafound.or.jp/ 
grant/community/) 

 

オンライン配信あり：4/18(土)  4/29(水)  5/13(水)  5/17(日) 

詳細はQRコード（財団WEBサイト）からご確認ください。 

 

① ４月１８日（土）１４時 -１６時  ／  会場 ：秋田市   遊学舎・市民活動サポートセンター 

県北支部 

 

② ４月２７日（月）１３時半-１５時 ／ 会場：町田市 町田市民フォーラム第2学習室 

 

③４月２９日（水）１７時-１９時 ／ 会場：秋田県  湯沢市役所 本庁舎 

 

④ ５月９日（土）９時半 -１１時 ／ 会場：静岡県三島市 三島商工会議所 

 

⑤ ５月９日（土）１４時 -１５時半 ／ 会場：静岡県静岡市 静岡駅ビル静岡パルシェ7階 

 

⑥ ５月１１日（月）１９時-２０時半 ／ 会場：静岡県浜松市 浜松市市民協働センター 

 

⑦ ５月１３日（水） １３時-１６時（第一部） ／ 会場 ： 岡山県 岡山：ハッシュタグ岡山 

  １７時-２０時（第二部） 香川県 高松市市民活動センター 

 高知県 高知市市民活動サポートセンター 

広島県 TKPガーディアンシティ広島 

鳥取県 鳥取市役所本庁舎 麒麟スクエア 

 

⑧ ５月１７日（日）１３時半-１６時半 ／ 会場 ：京都府 京都経済センター 4 階 4-B 

 

⑨ ５月１８日（月）１３時-１６時半 ／ 会場：京都府 京都経済センター 4 階 4-B） 

 

 

 

https://www.toyotafound.or.jp/

